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日本被爆者団体協議会に 2024 年度のノーベル平和賞が授与されました。核兵

器のない世界と日本をめざして運動を続けてきた私たちにとっても大きな励ま

しです。広島・長崎の烈火を生き延び、筆舌に尽くしがたい苦しみとたたかいな

がら、核兵器の廃絶をめざして運動を続けてこられたみなさんに改めて敬意を

表し、その願いを引き継いで活動を続ける決意を新たにしたいと思います。 

 

ノルウェーの平和賞委員会は、核兵器の使用は道徳的に許されないとする「核タ

ブー」を確立する上で、ヒバクシャの運動がかけがえのない役割を果たしたと評

価するとともに、「抑止力」の名のもとに核兵器保有が正当化され、核使用の脅

しが繰り返される情勢のもとで、その意義はいっそう重要になっていると強調

しました。 

 

また次のよう述べています。 

 

「いつの日か被爆者は、歴史の証言者として私たちの前からいなくなるだろう

が、確固たる文化と継続的な取り組みにより、日本の新しい世代は証人たちの経

験や目撃証言を伝え続けている。彼らは世界中の人々を奮い立たせ、教育してい

る。こうして、彼らは人類の平和な未来の前提となる核のタブーの維持に貢献し

ている」 

 

日本の運動がこのように世界から評価されていることは私たちの誇りであり喜

びでもあります。その力は、すでに 70カ国以上が批准して発効している核兵器

禁止条約の成立でも示されました。 

 

この機会に日本政府にあらためて求めたいと思います。唯一の戦争被爆国の政

府として、世界の反核運動をリードする立場にたって、核兵器禁止条約への加盟

を決断し、当面、締約国会議へのオブザーバー参加をしてください。 



 

（以上） 

 

資料 

ノルウェー・ノーベル賞委員会が 10月１１日発表した、２０２４年のノーベル

平和賞に関する声明文の全文は以下の通り（原文は英語）。 

 

ノルウェー・ノーベル賞委員会は、２０２４年のノーベル平和賞を日本の団体、

日本被団協に贈ることを決めた。被爆者としても知られる広島と長崎の原爆生

存者による、この草の根の運動は、核兵器のない世界を達成する努力、また目撃

証言を通じて核兵器が二度と使われてはならないということを身をもって示し

てきたことによって平和賞を受賞する。 

 

１９４５年８月の原爆による攻撃に対して、世界的な運動が起こり、そのメンバ

ーは核兵器使用がもたらす破滅的な人道的結果についての関心を高めるために

たゆみなく努力してきた。徐々に、力強い国際的規範が発展し、核兵器の使用は

道徳的に容認できないとの悪の烙印を押した。この規範は〝核のタブー〟とし

て知られるようになった。 

 

広島と長崎の生存者である被爆者の証言は、この大きな文脈において、比類のな

いものである。 

 

この歴史の証人は、個人の物語に依拠し、自らの体験に基づく教育的キャンペー

ンを創出し、核兵器の拡散と使用に対して緊急の警告を発することで、世界中で

核兵器に対する幅広い反対をつくり出し、強めてきた。被爆者は、描写を超えた

ものを描き出し、思考を絶したものを考え、核兵器が引き起こした理解を超えた

痛みと苦しみをどうにか理解する上で私たちを助けている。 

 

ノルウェー・ノーベル賞委員会は、それにもかかわらず、一つの励まされる事実

を認めたい。それは、過去８０年近く１発の核兵器も戦争で使用されていないと

いう事実である。日本被団協と他の被爆者の代表たちによる並外れた努力は、核

のタブーの確立に大きく寄与してきた。だからこそ、核兵器使用に対するこのタ



ブーが今日圧力を受けていることは、不安を呼び起こしている。 

 

核大国は、保有核兵器を現代化・改良しつつある。新たな諸国が核兵器を取得す

る準備を進めているように見える。現在進行中の戦争で核兵器を使用するとの

脅迫が行われている。人類史のこの瞬間において、核兵器とは何かを思い起こす

価値がある。世界が目にしたこれまでで最も破壊的な兵器だということを。 

 

来年は、米国が投下した２発の原爆が、広島と長崎で推定１２万人の住民を殺害

してから８０年である。それに匹敵する数の人々が、その後の歳月でやけどや放

射線障害で亡くなった。今日の核兵器ははるかに大きな破壊力を持っている。数

百万人を殺害する能力を持ち、気候に壊滅的な影響を与えるだろう。核戦争はわ

れわれの文明を破壊しかねない。 

 

広島、長崎の業火を生き残った人々の運命は長い間、隠蔽され、無視されてきた。

１９５６年、各地の被爆者団体は太平洋での核実験の犠牲者とともに、日本原水

爆被害者団体協議会を結成した。略称は日本被団協である。同団体は、日本で最

大かつ最も影響力のある被爆者の組織となった。 

 

アルフレッド・ノーベルの世界観の核心は、真剣に取り組む個人は変化をつくり

出せるという信念だ。今年のノーベル平和賞を日本被団協に授与することで、ノ

ルウェー・ノーベル賞委員会は、肉体的な苦痛と痛切な記憶にもかかわらず、大

きな犠牲を伴う自らの体験を、平和のための希望と活動にささげることを選ん

だすべての生存者に栄誉を授けたい。 

 

日本被団協は、核軍縮が緊急に必要だということを世界に想起させるために、数

千の証言を提供し、決議や公的なアピールを出し、毎年、国連とさまざまな平和

会議に代表を送ってきた。 

 

いつの日か、歴史の証人としての被爆者は、私たちのなかに存在しなくなる。し

かし日本の新しい世代が、力強い記憶の文化と粘り強い献身を通じて、被爆者た

ちのメッセージと体験を引き継ぎ、前に進んでいる。彼らは世界中の人たちを励

まし、教育している。このようにして、彼らは核タブーを維持することを助けて



いる。これは、人類にとって平和な未来の前提となるものである。 

 

２０２４年のノーベル平和賞を日本被団協に授与する決定は、アルフレッド・ノ

ーベルの遺志を確実なものにするものである。ノーベル賞委員会は、核軍縮と軍

備管理の闘士たちに平和賞を授与してきたが、今年の授賞は、その輝かしいリス

トに新たに名を加えるものである。 

 

２０２４年のノーベル平和賞は、人類にとって最大の利益となる努力を認める

というアルフレッド・ノーベルの遺志を実現するものである。 

 

２０２４年１０月１１日 オスロ 

 

【しんぶん赤旗 10月 12日付から】 


